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■
議
案
第
67

号　

小
松
市
奨
学
金
貸
与
条

例
に
つ
い
て

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
大
学
等
へ
の
修
学

が
困
難
な
学
生
に
対
し
て
、
学
資
を
貸
与

す
る
こ
と
で
教
育
機
会
の
均
等
を
図
る
と

と
も
に
、
未
来
を
担
う
人
材
の
限
り
な
い

可
能
性
を
広
げ
る
た
め
貸
与
型
の
奨
学
金

制
度
を
創
設
し
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。
対
象
範
囲
は
大
学
、
短
期
大
学
、
専

修
学
校
と
し
、
支
給
期
間
は
大
学
等
に
お

け
る
正
規
の
就
業
期
間
を
終
了
す
る
ま
で

の
期
間
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
奨
学

金
返
還
時
に
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

市
内
の
事
業
所
に
就
労
す
る
こ
と
で
貸
与

額
の
１
／
２
を
返
還
免
除
と
し
、
若
者
の

定
住
促
進
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
学
生
が
利
用
で
き
る
よ
う
、

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
使
い
や
す
い
奨
学

金
制
度
と
し
て
ほ
し
い
と
の
委
員
か
ら
の

意
見
に
対
し
て
、
今
後
、
社
会
的
ニ
ー
ズ

や
学
生
等
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
利
用
し

や
す
い
制
度
と
な
る
よ
う
、
見
直
し
な
が

ら
弾
力
的
に
運
用
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

■
テ
ナ
ン
ト
出
店
者
募
集
に
つ
い
て

　

ひ
と
と
も
の
づ
く
り
科
学
館
２
階
カ
フ

ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ
い
て
、
退
去
に
よ
り

テ
ナ
ン
ト
が
空
き
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

８
月
に
出
店
者
を
公
募
し
ま
し
た
が
、
応

募
が
な
く
今
回
、
再
度
出
店
者
を
公
募
す

る
も
の
で
す
。
新
幹
線
開
業
や
駅
周
辺
の

開
発
を
踏
ま
え
て
親
子
で
来
館
し
、
科
学

館
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
店
舗
の
募
集
を
図

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

募
集
に
あ
た
っ
て
、
期
限
を
設
け
て
の

テ
ナ
ン
ト
料
の
減
額
や
、
飲
食
業
に
こ
だ

わ
ら
ず
、
幅
広
い
業
種
の
出
店
者
の
募
集

や
、
カ
フ
ェ
と
併
設
で
き
る
多
目
的
な
利

用
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
当
委
員
会
と
教
育
保
育
現
場
と
の
意
見

交
換
に
つ
い
て

　

私
立
教
育
・
保
育
施
設
長
会
と
当
委
員

会
委
員
で
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
・
保
育
の

課
題
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
行
い

ま
し
た
。
保
育
現
場
に
お
け
る
課
題
な
ど

今
後
の
子
育
て
政
策
の
参
考
と
な
る
協
議

を
行
い
、
保
育
士
の
配
置
基
準
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
、
議
会
の
質
問
に
反
映
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
こ
の

よ
う
な
現
場
か
ら
の
意
見
を
大
切
に
し
委

員
会
審
議
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
議
案
第
72
号 

小
松
市
消
防
団
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
費
用
弁
償
と
し
て
い
た
団
員

の
出
動
手
当
に
つ
い
て
、
新
し
く
「
出
動

報
酬
」
を
創
設
し
、
国
が
示
す
出
動
報
酬

の
標
準
額
を
基
に
均
衡
が
と
れ
た
額
に
増

額
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
の
団
員
の
処
遇
は
、
他
の
自
治
体

と
比
べ
て
も
上
位
と
な
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
検
討
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
83
号 

工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

安
宅
中
学
校
空
調
復
旧
工
事
に
つ
い
て

は
老
朽
化
し
て
お
り
、
全
室
個
別
空
調
及

び
全
熱
交
換
型
換
気
設
備
の
設
置
等
に
か

か
る
工
事
を
請
負
契
約
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
も
採
用
し
て
い
る
県
の
土
木
積
算

シ
ス
テ
ム
の
見
積
も
り
算
定
単
価
に
誤
り

が
あ
っ
た
件
に
つ
い
て
、
こ
の
事
業
に
は

該
当
し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

■
令
和
２
年
国
勢
調
査
の
確
定
値
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
ま
で
の
５
年
間
の
人
口
増
減

に
つ
い
て
、
本
市
で
は
、
△
0
・
66
％
の

減
少
、
市
内
で
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
の

は
８
校
下
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

外
国
人
の
状
況
を
分
け
て
集
計
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
実
態
が
見
え
て
く
る
の
で

は
な
い
か
、
出
生
数
を
増
や
す
政
策
も
こ

の
資
料
を
基
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
任
期
付
職
員
採
用
候
補
者
試
験
結
果
に

つ
い
て

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
職
種

の
採
用
試
験
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
１
名
の

方
が
合
格
さ
れ
、
任
期
は
来
年
の
４
月
か

ら
令
和
７
年
度
末
ま
で
、
採
用
か
ら
５
年

を
超
え
な
い
範
囲
で
更
新
す
る
場
合
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

充
分
に
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
ナ
ッ
ジ
株
式
会
社
と
の「
F
i
n
t
e
c
h

を
通
じ
た
地
方
創
生
の
推
進
に
関
す
る
協

定
」
の
締
結
に
つ
い
て

　

F
i
n
t
e
c
h
と
は
金
融
と
Ｉ
Ｔ
技

術
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
企
業
が
有

す
る
知
見
や
技
術
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
た
め
、
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

買
い
物
の
際
に
付
与
さ
れ
る
ポ
イ
ン
ト

の
一
部
が
団
体
等
に
寄
付
さ
れ
る
仕
組
み

で
、
選
択
肢
の
中
に
小
松
市
が
追
加
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

制
度
自
体
が
難
し
い
た
め
、
分
か
り
や

す
い
周
知
を
、
ま
た
戦
略
的
な
広
報
を
求

め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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■
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
に

つ
い
て

　

現
時
点
で
は
、
小
松
基
地
に
お
け
る

訓
練
計
画
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

国
内
の
訓
練
移
転
の
状
況
で
す
が
、

百
里
基
地（
茨
城
県
）で
12
月
13
日
か
ら

17
日
ま
で
の
間
、
日
米
共
同
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
実
施
の
際
に
は
、市
民
の
安
全
・

安
心
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

安
全
対
策
、
騒
音
対
策
を
徹
底
し
、
飛

行
の
安
全
や
協
定
の
順
守
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

な
お
、
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
小

松
市
民
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
事
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、
速
や
か
な

情
報
提
供
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
小
松
空
港
利
用
状
況
に
つ
い
て

　

国
内
線
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
、
一
部
運
休
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
月
に
入
り
、
国
内
の

感
染
状
況
が
落
ち
着
き
、
年
末
年
始
の

時
期
に
向
け
て
需
要
が
徐
々
に
回
復
し

て
い
る
た
め
、
12
月
24
日
か
ら
来
年
１

月
迄
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
運
行
本
数
に

戻
り
、
こ
れ
に
併
せ
て
、
12
月
よ
り
北

陸
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
運
用
時
間
も
通

常
ど
お
り
に
戻
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
た
な
変

異
株（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）の
感
染
が
広
が

っ
て
い
る
国
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
、
今
後
の
国
内
線
・
国
際
線
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

■
航
空
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

　

航
空
プ
ラ
ザ
の
令
和
３
年
度
11
月
末

迄
の
入
館
者
は
、
５
万
１
千
８
百
人
余

で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
入
場
制
限
や
時
間
短
縮
を
行

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年
と
比
べ
て
減

少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

防
衛
省
か
ら
無
償
貸
与
さ
れ
て
い
る

前
政
府
専
用
機（
B
ー

７
４
７
）貴
賓
室
に

つ
い
て
は
、
来
年
４
月
末
を
以
っ
て
２
年

間
の
貸
付
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
が
、

市
か
ら
再
度
公
募
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

引
き
続
き
航
空
プ
ラ
ザ
に
設
置
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。
今
後
も
航
空
フ
ァ
ン

を
魅
了
す
る
展
示
を
求
め
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
特
に
児
童
・
子
ど

も
が
利
用
す
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
は

開
館
時
間
や
イ
ベ
ン
ト
等
、
分
か
り
や

す
く
周
知
で
き
る
よ
う
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
広
報
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
68

号　

小
松
市
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
条
例
に
つ
い
て

　

木
曽
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
設
置
・

管
理
に
つ
い
て
必
要
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。
近
隣
や
他
市
の
状
況
を
確
認
し
家

賃
設
定
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
新
婚
や

子
育
て
世
帯
の
支
援
目
的
か
ら
、
家
賃
が

高
く
感
じ
る
と
の
意
見
や
、
条
例
制
定
後

も
動
向
を
注
視
し
、
設
定
家
賃
の
柔
軟
な

対
応
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
78

号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

石
川
県
こ
ま
つ
芸
術
劇
場
「
う
ら
ら
」

の
現
管
理
者
を
引
き
続
き
指
定
管
理
者
に

指
定
す
る
も
の
で
す
。
魅
力
あ
る
劇
場
運

営
が
指
定
管
理
の
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
魅
力
的
で
発
信
力
の
あ
る
劇

場
運
営
の
推
進
を
市
か
ら
指
定
管
理
者
へ

求
め
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
旧
西
尾
小
学
校
跡
地
活
用
事
業
に
つ
い
て

　

早
期
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
議
会
や
市
民

が
納
得
で
き
る
形
で
協
議
を
進
め
る
よ
う
、

随
時
説
明
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
が
望
む
学
生
利
用
や
利
用
し

や
す
い
施
設
に
つ
い
て
、
地
域
要
望
を
踏

ま
え
進
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

■
ジ
ビ
エ
ア
ト
リ
エ
加
賀
の
國
の
販
売
状

況
に
つ
い
て

　

本
施
設
の
令
和
３
年
６
月
の
搬
入
開
始

と
、
搬
入
頭
数
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
し
て
、
農
家
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

■
ご
み
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上

に
向
け
た
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

み
ん
な
で
可
燃
ご
み
減
量
と
分
別
に
取

り
組
め
ば
達
成
で
き
る
目
標
に
変
更
し
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
小

松
市
独
自
事
業
に
つ
い
て

　

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、「
野
村

萬
斎
狂
言
公
演
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回

の
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
も
野
村
萬
斎
氏
と
小

松
市
と
の
交
流
を
繋
げ
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
議
案
第
84
号　

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

市
と
共
有
状
態
の
正
蓮
寺
産
業
団
地
用

地
４
筆
に
つ
い
て
、
法
定
相
続
人
に
対
し
、

金
銭
に
よ
る
代
償
分
割
で
共
有
部
分
の
法

定
相
続
人
持
ち
分
の
取
得
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、
譲
渡
で
き
な
い
状
態
で
分
譲
し

て
い
た
な
ど
、
議
会
に
も
詳
細
な
説
明
が

な
く
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
大
き
な
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。
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◆12月定例会の議決結果◆
■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案

（8件）

第60号 令和３年度小松市一般会計補正予算（第４号） 可決

第61号 令和３年度小松市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第62号 令和３年度小松市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃

第63号 令和３年度小松市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

第64号 令和３年度小松市水道事業会計補正予算（第１号） 〃

第65号 令和３年度小松市下水道事業会計補正予算（第２号） 〃

第66号 令和３年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算（第２号） 〃

第82号 令和３年度小松市一般会計補正予算(第５号) 〃

条例案

（10件）

第67号 小松市奨学金貸与条例について 〃

第68号 小松市地域優良賃貸住宅条例について 〃

第69号 小松市認定こども園条例について 〃

第70号 小松市立児童館条例の一部を改正する条例について 〃

第71号
小松市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について
〃

第72号 小松市消防団条例の一部を改正する条例について 〃

第73号 小松市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 〃

第74号 小松市行政財産使用料徴収条例の一部を改正する条例について 〃

第75号 小松市手数料条例の一部を改正する条例について 〃

第76号 小松市テレビ共同受信施設の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案

（7件）

第77号 公立大学法人公立小松大学中期目標の変更について 〃

第78号 指定管理者の指定について 〃

第79号 指定管理者の指定について 〃

第80号 指定管理者の指定について 〃

第81号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第83号 工事請負契約について 可決

第84号 訴えの提起について 〃

議員提出議案

（2件）

第10号 子供たちの学びの更なる充実を求める意見書 〃

第11号 中国政府による人権侵害問題の解決に向け、日本政府に必要な措置を講ずることを求める意見書 〃

その他案件

（1件）

諮　問

第 1 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意

■賛否が分かれた議案 ○は賛成　×は反対　退は退席　欠は欠席

議　案　名

会派自民 自民党こまつ 無会派

議
決
結
果
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議員提出議案

（2件）

第12号　旧姓の通称使用の更なる拡

充を図り、改姓による不便や不利益の

早急な解消を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ×
可
決

第13号　更なる国土強靭化に向けて

予算の拡充を求める意見書
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

可
決

※吉本慎太郎議長、南藤陽一副議長は小松市議会運営規約第４条に基づき、会派に所属していません。吉本慎太郎議長は採決に加わりません。

議員の香典を自粛します
小松市議会議員の申し合わせ事項として、香典を原則行わないこととし、近親者等関係が密な人に

対しては、議員個人で判断することにしております。
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不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

　

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●2月19日㈯ 3月19日㈯ ●4月16日㈯ ９時～11時30分　会場●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

　小松に新しい市長が誕生し、大きな優しい風が吹き始めています。

企業誘致に向けての活動や、中学三年生の給食費無償化等、市民の

声を聞きながらの未来型図書館の設立へ向けての動きなど、市民の

幸せを第一に考える新しい市政は大変頼もしくワクワクします。昨

年は東京オリンピック・パラリンピックが行われ、田中恵子選手が

ボッチャで銀メダルを獲得され、母 孝子さんとともに市民栄誉賞

を受けられました。また、野球の大谷翔平選手や将棋の藤井聡太さんなど誠実に

謙虚に頑張る姿にも胸を打たれました。彼らに共通しているのは、利他の精神で

はないかと感じています。私も利他の精神を忘れずに、小松の未来を市長や市民

のみなさんとともに見つめて行きたいと思います。 (吉田　寛治)

議会だより編集委員会

委員長　　東　　浩一

副委員長　岡山　晃宏

委　員　　竹田　良平

　　　　　吉田　寛治

　　　　　新田　寛之

吉村　範明

☆議会傍聴　☆テレビ小松　☆ホームページ（議会生中継、録画配信）

https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

小松市
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予 定 3月定例会の日程
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※日程は変更になる場合があります。

【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138
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ク
！

代表質問

予算決算常任委員会
総括質疑

常任委員会（分科会）

議会運営委員会

本会議（閉会）

本会議（開会）

一般質問 一般質問

議会運営委員会

特別委員会

常任委員会

（分科会）

常任委員会

（分科会）

2月25日には

市長による提案説明、

3月4・7・8日には

市政に対する一般質問、

3月16日には

予算案等への質疑、

3月24日には

委員長報告等が

行われます。

小松市政について、

活発な議論が行われます

のでぜひご覧ください。

予算決算

常任委員会

編 集 後 記

小松市議会ホームページでは、

本会議の録画映像や会議録を

公開しています。

ご利用ください。

議会豆知識
ぎ か い ま めちし き


